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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月25日(2013.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿画像を取得する取得手段と、
　前記原稿画像から、出力の度に含まれる情報が変更される領域と出力の度に含まれる情
報が変更されない領域とを含むコード画像を検出する検出手段と
を有する装置であって、
　前記検出したコード画像の中のいずれの領域にもユーザの情報が含まれてない場合に、
前記原稿画像の出力の指示を行ったユーザの情報を前記変更されない領域に含めたコード
画像を生成する生成手段と、
　前記生成されたコード画像と前記原稿画像との合成結果を出力する出力手段と
を有することを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記検出した前記コード画像の中の前記変更されない領域にユーザの情報が含まれてお
らず、かつ、前記変更される領域にユーザの情報が含まれている場合に、
　前記生成手段は、
　前記変更される領域に含まれる情報を前記変更されない領域に含め、かつ、前記原稿画
像の出力の指示を行ったユーザの情報を前記変更される領域に含めたコード画像を生成す
ることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記取得手段は、読取手段によって原稿を読み取ることで前記原稿画像を取得し、
　前記出力手段は、前記合成結果を印刷手段によって印刷させることを特徴とする請求項
１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　ログインユーザからの複写指示を受けると、原稿を読み込むことで原稿画像データを得
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る手段と、
　前記原稿画像データから、第１の領域と第２の領域とを含むコード画像データを検知す
る検知手段と、
　第１の領域と第２の領域とを含むコード画像データを生成する生成手段と、
　前記生成されたコード画像データを印刷する手段とを有する装置であって、
　前記検知手段が第１の領域にユーザ情報を含むコード画像データを検知した場合、前記
生成手段は、第１の領域に前記ユーザ情報を含み、第２の領域に前記ログインユーザを示
すユーザ情報を含むコード画像データを生成し、
　前記検知手段が第１の領域にユーザ情報を含まず、第２の領域にユーザ情報を含むコー
ド画像データを検知した場合、前記生成手段は、前記検知されたコード画像データにおけ
る第２の領域に含まれていた前記ユーザ情報を第１の領域に含み、第２の領域に前記ログ
インユーザを示すユーザ情報を含むコード画像データを生成することを特徴とする装置。
【請求項５】
　前記検知手段が第１の領域にも第２の領域にもユーザ情報を含むコード画像データを検
知した場合、前記生成手段は、前記検知されたコード画像データにおける第１の領域に含
まれていた前記ユーザ情報を第１の領域に含み、第２の領域に前記ログインユーザを示す
ユーザ情報を含み、前記検知されたコード画像データにおける第２の領域に含まれていた
前記ユーザ情報を第１の領域にも第２の領域にも含まないコード画像データを生成するこ
とを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　原稿画像を取得する取得ステップと、
　前記原稿画像から、出力の度に含まれる情報が変更される領域と出力の度に含まれる情
報が変更されない領域とを含むコード画像を検出する検出ステップと
を有する方法であって、
　前記検出したコード画像の中のいずれの領域にもユーザの情報が含まれてない場合に、
前記原稿画像の出力の指示を行ったユーザの情報を前記変更されない領域に含めたコード
画像を生成する生成ステップと、
　前記生成されたコード画像と前記原稿画像との合成結果を出力する出力ステップと
を有することを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記検出した前記コード画像の中の前記変更されない領域にユーザの情報が含まれてお
らず、かつ、前記変更される領域にユーザの情報が含まれている場合に、
　前記生成ステップは、
　前記変更される領域に含まれる情報を前記変更されない領域に含め、かつ、前記原稿画
像の出力の指示を行ったユーザの情報を前記変更される領域に含めたコード画像を生成す
ることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記取得ステップは、読取手段によって原稿を読み取ることで前記原稿画像を取得し、
　前記出力ステップは、前記合成結果を印刷手段によって印刷させることを特徴とする請
求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　ログインユーザからの複写指示を受けると、原稿を読み込むことで原稿画像データを得
るステップと、
　前記原稿画像データから、第１の領域と第２の領域とを含むコード画像データを検知す
る検知ステップと、
　第１の領域と第２の領域とを含むコード画像データを生成する生成ステップと、
　前記生成されたコード画像データを印刷するステップとを有する方法であって、
　前記検知ステップにおいて第１の領域にユーザ情報を含むコード画像データを検知した
場合、前記生成ステップは、第１の領域に前記ユーザ情報を含み、第２の領域に前記ログ
インユーザを示すユーザ情報を含むコード画像データを生成し、
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　前記検知ステップにおいて第１の領域にユーザ情報を含まず、第２の領域にユーザ情報
を含むコード画像データを検知した場合、前記生成ステップは、前記検知されたコード画
像データにおける第２の領域に含まれていた前記ユーザ情報を第１の領域に含み、第２の
領域に前記ログインユーザを示すユーザ情報を含むコード画像データを生成することを特
徴とする方法。
【請求項１０】
　前記検知ステップにおいて第１の領域にも第２の領域にもユーザ情報を含むコード画像
データを検知した場合、前記生成ステップは、前記検知されたコード画像データにおける
第１の領域に含まれていた前記ユーザ情報を第１の領域に含み、第２の領域に前記ログイ
ンユーザを示すユーザ情報を含み、前記検知されたコード画像データにおける第２の領域
に含まれていた前記ユーザ情報を第１の領域にも第２の領域にも含まないコード画像デー
タを生成することを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項６から１０のいずれか一項に記載の方法をコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
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